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　　　　　　                             msasaki@obirin.ac.jp

はじめに

　本セッションでは、言語教育における“教材化”を考えたい。特に、子どものための多読教材開発にあたって、どのような点に注意すべきかをいっしょに考えていきたいと思います。

１．子どもとことばの関係

1.1　本セッションでのキーワード

　☆皆さんのキーワードの定義は如何でしょうか。

母語―最初に身につけたことば　

継承語―親や祖父母から子どもに伝えることば

第二言語―母語のあとに学ぶことばで、居住地域でコミュニケーションの手段として必要なことば

外国語―日常的なコミュニケーションの手段とならない環境で学ぶことば

1.2　日本のマジョリティの子どもAの事例

　以下は、日本生まれ、日本育ちの、ある子どもの事例です。

母語―日本語

（継承語―方言的・年代的差異を含む日本語）

（第二言語―居住地域の移動なし）

外国語―英語

  　　日本語は安定しており、十分な発達が望めるが、モノリンガルとして育つ可能性も強い。

1.3　在日のマイノリティの子どもBの事例

　以下は、来日して、日本の小学校に通い始めた日系ブラジル人の子どもの事例です。

母語―（三世）ポルトガル語

継承語―ポルトガル語、（日本語）

第二言語―日本語

外国語―英語

　　　日本語能力は現状では同年齢の母語話者には及ばない。同時に、ポルトガル語の保持にも困難がある。個人の言語環境の明確な把握と、家庭・学校・コミュニティを視野に置いた学習デザインが課題となる。

1.4　在外の子どもの事例１

以下は、マレーシアで、現地の私立小学校に通っている、父が華人系マレーシア人、母が日本人の国際結婚家庭の子どもCの事例です。

母語―広東語、（日本語/標準中国語/英語）
継承語―広東語、日本語

第二言語―英語、マレー語、（標準中国語、他の中国諸言語など）

外国語―タミル語？
　　　複数の言語の中からどれを自分の主要な言語として選択し、思考の言語として育てていくか。他の言語についても、どの言語をどこまで習得し保持していくか。（「中国語は話せるけど漢字はわからない」「英語は話せるけどスペルは弱い」･･･）２言語の距離・関係（中島:2006）の問題もあわせて、子どもBと同様、個人の言語環境の明確な把握と学習デザインが課題となる。

1.5　在外の子どもの事例２

　以下は、中国の朝鮮族の子どもDの例です。

母語―朝鮮語（→中国語）

継承語―朝鮮語

第二言語―中国語

外国語―日本語/英語

　　　地域としては朝鮮語を母語と言い切る個人と、言い切れない個人とが混在している状況。日本語は外国語の位置に留まっており、読解力では中国語が主要な言語である。

☆皆さん自身が主として対象とする子どもの事例は？

２．子どもと言語教育との関係

2.1　中島のバイリンガル教育モデル

　中島(1998)はバイリンガル教育とは何かを、以下のような図を用いて説明しています。

図１　独立した4つの言語教育





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島(1998:215)
図1にある、ばらばらに考えられてきた４つの言語教育を、２言語を育てるという立場から見直し、整理したものが次の図２です。

図２において示されている２つのバイリンガル教育ですが、バイリンガル教育Aはマジョリティの子どもの言語教育モデルであり、バイリンガル教育Bはマイノリティの子どもの言語教育モデルとなります。中島(1998)は「21世紀の課題は、（中略）Aからばかりでなく、Bからもバイリンガル、バイリテラル、バイカルチュラルの人材を育成することであろう」(1998:216)としていますが、まさにそこに向かっての努力が私たちに課せられています。

1.2で述べた子どもAの事例は、バイリンガル教育Aにあてはまります。

1.3で述べた子どもBの事例は、バイリンガル教育Bにかなりあてはまります。

図２　２つのバイリンガル教育





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島(1998:215)

2.2　複数言語主義に立つ言語教育モデル

　1.4で述べた子どもCの事例の言語教育を図示すれば図３、子どもDの事例は図４となるでしょうか。
図３　子どもCの言語教育










図４　子どもDの言語教育








どの事例においても、バイリンガル、バイリテラル、バイカルチュラルの人材の育成は容易ではないと感じます。
☆皆さん自身が主として対象とする子どもの事例は？

３．学齢期の子どもの言語能力育成環境

　子どもの言語能力を育成する環境を、学校、家庭、コミュニティから考えたいと思います。

子どもA―学校、家庭、地域で主要な言語が日本語で統一され、安定。

子どもB―学校では日本語インプットを得るが、アウトプットにつながる可能性のあるデータとして学習者の内部に貯えられるインテイクにはならない。

⇒年齢相応の日本語での読解力につながらない恐れ。

家庭でポルトガル語の読解力まで意識するかは不明。

⇒年齢相応のポルトガル語での読解力につながらない恐れ。

コミュニティは日本語インプットが主で、ポルトガル語インプットは限られている。

⇒年齢相応の日ポでの読解力につながらない恐れ。

さらに、居住地域の移動が次にいつあるか不安定。

子どもC―家庭、地域で読解力まで意識するかは不明。学校でも、英語とあと1言語程度に絞られてくる可能性。

子どもD―読解力に関して、中国語に絞られてくる可能性。

☆皆さん自身が主として対象とする子どもの言語環境は？

４．居住地域と読解力につながるリソース

子どもAは居住地域で、母語を話したり書いたりする人に囲まれており、つまり、人的リソースに恵まれています。それだけでなく、物的リソースも、母語と国際語である英語を考えた場合、読解教材を含めたかなり豊かなリソースに恵まれます。大型書店に囲まれ、図書館なども近くにあるでしょう。インターネット書店も普及し、インターネットを介してのリソース入手も容易です（本資料参照）。多様な教材サイトの利用が可能で、本などを買う経済力にもかなり恵まれていることも多いでしょう。その場合必要なのは、

　⇒良質な教材選択と各子どもにあわせた教材化の必要性

子どもBのような、先進地域におけるマイノリティ言語母語話者は、読解力養成に関しては第二言語、国際語でなされることも多いでしょう。その場合必要なのは、

　⇒祖国から母語読解教材を入手する、あるいは、自身の手で開発する必要性。
子どもCやDのような、複数言語が運用される地域の居住者は、（例え国際結婚家庭ではなくて母語はひとつであっても、）質と量において豊かなリソースが望めないこともあるでしょう。公用語、国際語に偏る傾向が強いかもしれません。　

⇒母語での読解力育成にどう向き合うか。
母語の地位の決定。⇒読解力育成の理念は？読解教材開発に必要な技術は？

☆皆さん自身が主として対象とする子どものリソースは？

５．教材化のために

教材化―まわりにある物的リソースを、言語能力を含む学力育成のために利用できる形にすること。

5.1　理念と実践
　母語話者のための読解リソースは、年齢相応の読解力を想定して作られています。従って、バイリンガル話者の場合は、

(1)年齢相応の知的発達にあっていて、多様なレベルの言語能力を想定していること。

⇒読解の難しさを考慮した言語的手当て（リライト教材、マルチメディア教材など）
(2)なぜ、その言語での読解力が必要なのか、その言語が子ども自身にとってどのような意味を持つのかを気づかせる内容があること。

⇒①楽しみのための読み、②道具的な活動のための読み、③学習的な活動のための読み、を考えたとき、従来「本を読む」場合、学校はもとより家庭においても③が強調されたケースも多いのでは？　⇒楽しみや道具的な活動のための読みをふやす。

⇒他教科の読み書きとのコーディネートも必要(ガードナー　2003:197、など)

さらに、③の学習的な活動の意味も、これまでは解釈や模倣に留まっていた傾向があるのでは?　⇒批判的思考力の育成を促す読解教材。

⇒Guided readingで、自身の進歩が自分でも確認できるような仕組みがあることも重要。

（☆学校教育で有効な読解教材例⇒啓明学園ワークショップ、New ISワークショップへ）
 (3) 子どもが自分で選びたいと感じるだけの、魅力ある質と種類と量がそなえられること。
⇒子ども自身に適した読み教材を選ぶ力をつけること、選べるだけのリソースがあること。
多様な興味に応えられるだけの、ジャンルの手当てがなされる方向へ。Guided reading。
☆皆さん自身の実践の進行状況は？
5.2　多様なリテラシーと多様な教材
使用教材の多様性　　―カルダー氏の米国補習校における実践例―
主教材―国語教科書

英文の副教材を多用―作品の時代背景や作家の生涯に ついての知識を広げる。

翻訳を使って長編を全文読みとおす。

日米の時事問題を文学に絡めて導入⇒生徒の批評眼を養いながらアイデンティティー形成。 http://www.japaneseteaching.org/ATJseminar/2002/calder.html
（☆ニューヨーク国連国際学校ワークショップへ）

６．マルチ能力と教材化

目標がことばを用いた思考能力・読解能力の育成であっても、動機付けと学習過程で本や教科書だけを使用する必然性はありません。読解力育成の過程には、各人のマルチ能力を伸ばす教育支援があって良いはずです。
6.1　読解能力とマルチ能力

ハワード・ガードナー(2001,2003)(多重知能/多元的知能/マルチ能力/MI 理論)
一人ひとりの違いを尊重。学び方は多様に存在。
出発点―大人たちはどのように生き、どのような能力を活かして生活の糧を得ているのか⇒人間が生きるために使う多様な力
あらゆる人が８つの知能/能力（アームストロング(2002)）を持っている。
1  言語能力　　　　　　　

2  論理的-数学的能力
3  空間能力　　　　　　　

④　身体-運動能力
⑤　音感能力　　　　　　　

⑥　人間関係形成能力
7 自己観察・管理能力　　

8 自然との共生能力
　読解力、思考力の育成にも、MI理論は有効だと思われます。

6.2　「読み」活動の多様性と教材化　
☆「読み」活動によって、上記①は当然育てられますが、そのほかに育てられる能力は？

黙ってひとりで読み、考える時間をとる―⑦

同じ本を読み、感想を交換しあう―⑥　群読する―⑥

背景音楽の入った朗読CDを楽しむ―⑤

野外活動の中で本を読む―⑧

イラストを楽しむ―③　本の映画化を見る―③
本をもとに芝居をする―④

読みへの動機を強める、読みを楽しんで続ける、読みの楽しみを共有するには？　

⇒「読み」活動の多様性に応えられる多様な読解教材の開発へ向かって！
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